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よろいの おとこは ほういちに そう つげました。
そのひから、まいばん よろいの おとこが ほういちを むかえに きました。
ほういちは おしょうさんに ないしょで うたいに いきました。

てらおとこは、びっくりして、むりやり ほういちを つれてかえりました。
ほういちは、だんのうらの がっせんで しんでしまった さむらいの ぼうれいに 
とりつかれていたのです。

ほういちは あんとくてんのうの おはかの まえに すわりこみ、
ずぶぬれに なって うたっていたのです。
ほういちは あんとくてんのうの おはかの まえに すわりこみ、
ずぶぬれに なって うたっていたのです。

「ほういち。」
「はい。」
「すばらしい えんそうだった。」
「ありがとうございます。」

「こよいから むいかかん、 まいよ ここに きて、ひきがたりを してほしい。
 そして このことは だれにも いっては ならぬ。」

「ほういち。」
「はい。」
「すばらしい えんそうだった。」
「ありがとうございます。」

「こよいから むいかかん、 まいよ ここに きて、ひきがたりを してほしい。
 そして このことは だれにも いっては ならぬ。」
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「ほういちの ようすが おかしい。 ひにひに やつれてきている。」
おしょうさんは、ほういちが こっそり よなかに でかけていることに きづき、
ほういちに たずねました。
ところが ほういちは やくそくを まもり なにも はなしませんでした。

そのよるは、あめが ザアザアと ふっていました。
てらおとこが、やまの なか ほういちの あとを おいかけていくと…
なんということでしょう。

みみは なくなりましたが、ほういちの うわさは とおくまで つたわって いきました。
ほういちの びわの ひきがたりは ますます ひょうばんになり、
いつしか「みみなしほういち」とよばれるように なりました。

ほういちは めが みえませんでしたが、びわを ひきながら うたうのが とても とくいでした。
とくに げんじと へいけの ものがたり、だんのうらの がっせんの ひきがたりは とても とくいで、
きいたひとは みんな なみだを ながすのでした。

むかし むかし、いまの しものせきが、あかまがせきと よばれていたころ、あみだじ という 
おてらが ありました。その おてらに、ほういちという わかものが いました。
むかし むかし、いまの しものせきが、あかまがせきと よばれていたころ、あみだじ という 
おてらが ありました。その おてらに、ほういちという わかものが いました。

おしょうさんは いそいで 
いしゃを よびました。

きちんとした てあての おかげで、
ほういちは また げんきに なりました。

おしょうさんは いそいで 
いしゃを よびました。

きちんとした てあての おかげで、
ほういちは また げんきに なりました。

ほういちが なにも いわないので、おしょうさんは、
てらおとこに ほういちの あとを つけさせることに しました。
ほういちが なにも いわないので、おしょうさんは、
てらおとこに ほういちの あとを つけさせることに しました。
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そのとき、ぼうれいは、やみの なかに うかんでいる ほういちの みみを みつけました。
おしょうさんが ほういちの みみ にだけ、きょうもんを かくのを わすれていたのです。
「みみ しかないが、しょうこに もってかえるぞ。」
ぼうれいは、ぶちっと ほういちの みみを もぎとり かえっていきました。

「どなたさま でしょうか。」ほういちが おそる おそる こえを だすと
「わしは みぶんの たかいかた からの つかいのものだ。」
こえは つづきます。
「その おかたが、おぬしの ひきがたりを  きいてみたいそうじゃ。 わしに ついてきてくれ。」

「こんやも、わしは おつうやで でかけなければ ならぬ。 
 よいか、 だれが きても ぜったいに こえを だしては ならんぞ。 こえを だせば、
 おまえは ぼうれいに みつかり、つれていかれてしまう。」
「は、はい。わかりました。」

「さあ、へいけの いくさの ものがたりを うたっておくれ。」
さっそく ほういちは、だんのうらの がっせんを、びわを つかって かたりはじめました。
がっせんの はなしが、へいけが ほろぶ くだりに なると、
おおぜいの ひとの すすりなく こえが きこえてきました。

「ほういち…、ほういち…。」
こえが しましたが、
ほういちは めが みえないので、
だれが きたのか わかりません。

「ほういち…、ほういち…。」
こえが しましたが、
ほういちは めが みえないので、
だれが きたのか わかりません。

さくやの できごとを きいた おしょうさんは、
ほういちに まよけの まじないを かけることに しました。
「ほういち、 おまえの うたが  ぼうれいを よんでしまった ようじゃ。」
おしょうさんは、ほういちの からだにじゅうに、おきょうを かきました。

さくやの できごとを きいた おしょうさんは、
ほういちに まよけの まじないを かけることに しました。
「ほういち、 おまえの うたが  ぼうれいを よんでしまった ようじゃ。」
おしょうさんは、ほういちの からだにじゅうに、おきょうを かきました。
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「ほういち、ぶじだったか！」
「ほういち！」
そこには、りょうみみを なくして、ちを ながしている ほういちが いました。
「おお、おお、かわいそうに…。 わしが みみに きょうもんを  かきわすれた ばかりに…」

すると、ガチャン、ガチャンと とおくから よろいの おとが きこえてきました。
あしおとは、すこしずつ ちかづき、ほういちの へやの まえで とまり、ガラリと、しょうじが あ
きました。

ほういちは、ふしぎに おもいながらも、よろいの おとこの あとを ついていきました。
しばらく あるくと、おおきな もんの おとがして、ひろそうな へやに とおされました。

ほういちは がまんして ずっと だまって いました。
ぼうれいには、ほういちを みつけることが できません。
「ほういち、どこじゃ！」
こえは だんだん ちかづいてきます。

ある むしあつい なつのよる、
おしょうさんが ほうじで 
でかけて しまったので、
ほういちは ひとりで 

びわの れんしゅうを していました。
あけがた、おしょうさんが いそいで もどって きました。
ガラリ
あけがた、おしょうさんが いそいで もどって きました。
ガラリ

よるに なりました。そろそろ ぼうれいが むかえに くる じかんです。
「ほういち、ほういち。どこにいる。」
よるに なりました。そろそろ ぼうれいが むかえに くる じかんです。
「ほういち、ほういち。どこにいる。」

ある むしあつい なつのよる、
おしょうさんが ほうじで 
でかけて しまったので、
ほういちは ひとりで 

びわの れんしゅうを していました。


